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1914年（大正3年）桜島噴火を描いた油絵資料とその修復
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Abstract The National Museum of Nature and Science possesses three oil paintings depicting 
the 1914 Sakurajima eruption. Nanto Omure and Kanehide Yamashita, disciples of Seiki Kuroda, 
an oil painter representing Japan, drew these oil paintings. Fusakichi Omori, professor of seismol-
ogy in the Imperial University of Tokyo commissioned one of these paintings. The state of the 
Sakurajima immediately after the volcanic eruption painted with oil paints echoes the violence of 
volcanic smokes and thunders. These oil paintings hung originally in the Seismological Institute of 
the Imperial University of Tokyo. They became dirty or moldy over time, and deteriorated because 
they were in storage for years. To become worthy of admiration as works of art once again, we 
restored these oil paintings and reproduced their frames. For people who are not familiar with sci-
ence, these oil paintings may become subjects of interest in a historical volcanic eruption as a 
work of art, rather than as an educational tool for science.
Key words: The 1914 Sakurajima eruption, oil painting, Nanto Omure, Kanehide Yamashita, 
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1.　はじめに

国立科学博物館（以下，科博）に所蔵されてい
る数多くの地震に関係する資料の中には，観測機
器や観測データ，絵図，被害写真，書籍類，調査
ノートなど様々なものがあり，それらの一部は東
京帝国大学地震学教室（以下，地震学教室）に由
来するものである 1)．その中に1914年（大正3年）
に起きた桜島噴火の様子を描いた3枚の油絵が残
されており（図1），1971年に他の多くの地震資料
とともに科博に移されたが 1)，その後最近まで資
料庫内で梱包されたままになっていた．油絵の制

作には，当時を代表する地震学者である大森房吉
が関わっていたことが推測される．2枚は大牟礼
南塘，もう1枚は山下兼秀によって描かれたもの
であり，桜島噴火の様子を生々しく描写するもの
となっている．彼らはともに鹿児島県出身で，日
本を代表する同じく鹿児島県出身の洋画家・黒田
清輝の弟子であった．そのようなことから，当時
の災害を知る理学資料として価値があるだけでな
く，美術分野においても，鹿児島洋画壇の祖であ
る大牟礼南塘，黄金期を作った山下兼秀によって
描かれたこれらの絵は大変貴重である．おそらく
当時の地震学教室の関係者は間近にしていたと思
われるが，今日ではほぼ忘れられた存在となって
いた．今回，展示や長期保存に耐えられるように©2019 National Museum of Nature and Science
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修復を行ったので，それらの作業の記録とともに
3枚の油絵について紹介する．

2.　1914年桜島噴火と美術資料

1914年1月12日10時頃，鹿児島県の桜島で噴
火活動が始まり，18時半頃にはマグニチュード
7.1の地震も発生した．これらの噴火や地震に
よって，死者 58名，負傷者 112名，焼失家屋約
2,140戸の被害を生じた 2)．噴火後，東京帝国大学
の地震学教授であった大森房吉が現地調査に赴い
ている 3）．1914年桜島噴火に関しては，多くの被
害写真 4)や写生図などに加え，油絵も残ってい
る．黒田清輝によって描かれた油絵が鹿児島市立
美術館に6点 5），山下兼秀によって描かれた油絵
が鹿児島市立美術館に1点 5)，鹿児島県立博物館
に5点 6)，所蔵されている．黒田清輝は噴火の際，
病気の父親を見舞うために鹿児島に帰省中で，山
下兼秀や大牟礼南塘とともに何度か桜島周辺に視
察に出かけており 7），目撃した噴火の様子をス
ケッチに残している．黒田は大森が桜島周辺を調
査する際に同行するなど，両者の間には交流が
あった 8）．大森は黒田からスケッチの版画6枚を
譲り受けたようで，そのことを同じく地震学教室
の助教授であった今村明恒に「すばらしい獲物が
あった」と話している 9）．それを見聞きした今村
はすぐに黒田のもとを訪ね，スケッチ版画を基に
描き上げた油絵を譲り受けたが 9），のちに今村の
遺族によって鹿児島市立美術館に寄贈された（前
述の鹿児島市立美術館所蔵の6点である）．それら
の画集も作られたようで，地震学教室で購入した
ものが科博に所蔵されている（図2）10）．鹿児島市
立美術館と鹿児島県立博物館のデータベースに
は，大牟礼南塘による桜島噴火に関する油絵の登
録は見当たらなかった．

3.　国立科学博物館所蔵の 
1914年桜島噴火の油絵とその修復

科博が所蔵する桜島噴火の油絵のキャンバスに
は油絵具で，2枚には 「NANTO OMURE. 1914」，残
る1枚には「KANEHIDE YAMASHITA. 1914」とサ
インが書かれており，それぞれ大牟礼南塘，山下
兼秀によって描かれたものであることが分かる．
大牟礼南塘の1枚と山下兼秀に対して，科博所蔵
資料となった当初に撮影したと思われる写真が

残っており，それを見ると額がついていたことに
加え，大牟礼南塘の油絵には「Sakura-jima eruption 
1914」，山下兼秀の油絵には「桜島の噴火光景　大
正3年」とラベルが添えられていた（図3）．おそ
らく地震学教室では，この状態で掲げられていた
ものと思われる．科博に収蔵されたのちに額が外
されラベルも散逸したようであるが，なぜそのよ
うなことになったのかの経緯については不明であ
る．科博の地震資料については整理・登録を行っ
てきたが 11），桜島噴火の油絵についてはそこから
漏れており，最近まで科博内での資料移動の際に
梱包されたままで資料庫内に置かれていた．

3.1 大牟礼南塘による油絵
鹿児島洋画壇を築いた大牟礼南塘 （1874–1935）
は，東京美術学校西洋画科で黒田清輝のもとで学
び，県立鹿児島二中で油絵を教えていた．大牟礼
の筆による2枚の油絵のうち1枚（図1a，大牟礼
南塘1とする）は，『大正三年櫻島大爆震記』12) に
写真が掲載されており，「大森博士の依嘱に依り
大牟礼南濤画伯の描ける爆発當時の櫻島　見よ，
閃々たる電光，流星の如き噴石」と紹介されてい
る（図4）．大森が調査のために桜島に到着したの
は1月16日であったため，1月12日の噴火直後の
桜島は見ていない．噴火時の電光が見たかった
が，黒田が電光の様子を描いたスケッチが非常に
参考になると当時の新聞にコメントが残ってお
り 13)，噴火直後の様子を描いてくれるよう黒田の
弟子である大牟礼に依頼したのではないかと思わ
れる．噴火時の写真はたくさん残されているが白
黒であり，油絵具で描かれた噴火直後の様子は，
噴煙や電光のすさまじさをまざまざと伝えてい
る．また，逃げる人々の様子も描かれている．
この油絵は，日中の爆発の様子が描かれており，
画面の3分の2程度が空の描写で，空，雲，遠景の
山の絵具の厚みは，織目が見える程度の薄さで描
かれている．画面上で色を重ねてぼかすような描
写である一方で，雲の中の雷や人，川，草木は筆
跡が立ち上がるほどの厚塗りで描かれている．右
下には茶褐色の油絵具で，「NANTO OMURE. 1914」
と書かれていた（図5a）．
保存状態としては，木枠と支持体（紙やキャン
バスなどの絵の具を乗せる素材）に塵埃や虫の死
骸などが付着し，裏面から見ると支持体には油性
と思われる染みが点在していた．木枠裏には，割
れや中桟の中央部が画面側に持ち上がるような反
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図1.　 修復前の1914年桜島噴火を描いた油絵．(a)大牟礼南塘1（天地803 mm×左右605 mm），(b)大牟
礼南塘2（天地605 mm×左右804 mm），(c)山下兼秀（天地611 mm×左右807 mm）．

図2.　 黒田清輝が描いた油絵6点「噴煙」，「噴火」，「溶岩」，「降灰」，「湯気」，「荒廃」の画集（台紙：
縦236 mm×横302 mm，絵：縦140 mm×横180 mm）．(a)たとう式のケース，(b)目次，(c)「噴火」，
(d)「溶岩」．
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りが見られた．画布周辺部には糸のほつれが見ら
れ，また，地塗り層は四隅に剥落が見られた．絵
具層は塵埃による汚損があり，カビと思われる黒
色～茶褐色の2–3 mm大の斑点が，画面上部を中
心に点在していた（図6a, b）．画面周縁部10 mmの
帯状の範囲には，額に入っていたために生じたと
みられる中央より明度が高い部分があり，さらに
額が当たっていたことによる剥落が複数見られた．
厚塗りした部分の絵具には経年亀裂が見られた．
この状態からの修復のため，以下の作業を行っ
た．
(1) カビの調査：修復前にまずはカビ検査とし
て，顕微鏡による観察や培養試験，過ヨウ素
酸シッフ染色（PAS染色）14)を行った．

(2) 欠損部や亀裂周辺の絵具層強化：最小限のウ
サギ膠水溶液を細筆で含侵させ，電気こてで
加温・加圧して接着，強化した（図6c）．

(3) 洗浄：乾いた刷毛と粉消しゴムにて表面の塵
埃を除去した（図6d）．その後絵具各色に耐
溶剤テストを行い，絵具層への影響が最も少
ない純水を綿棒につけ，ローリングさせて洗
浄した（図6e）．画布裏面は，ケミカルスポ
ンジと掃除機を用いて清掃した（図6f）．

(4) 殺菌：画面，裏面それぞれを数回ずつアル
コールで殺菌した．

(5) 張り代補強：張り代にホットメルト型のシー

図3.　 科博所蔵資料となった当初に撮影したと思われる大牟礼南塘1（左）と山下兼秀（右）の油絵の
写真．額がついており，それぞれ「Sakura-jima eruption 1914」，「桜島の噴火光景　大正3年」と
ラベルが付いていた．

図4.　 『大正三年櫻島大爆震記』に掲載されて
いた大牟礼南塘の油絵の写真．
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図5.　画布に書かれていたサイン．(a)大牟礼南塘1．(b)大牟礼南塘2．(c)山下兼秀．

図6.　 (a)修復前の黒い斑点と (b)その修復後．(c)電気こてで浮き上がりを抑える．(d)ドライクリーニン
グによる粉塵の除去．(e)ウェットクリーニング．中央の色の明るい部分が洗浄した部分．(f)裏面
の清掃．(g)張り代補強と張り込み．(h)充填整形．(i)画布の破れ，塵埃と (j)その修復後．(k)山下
兼秀の修復前の裏面（白黒円形状のカビがある）と (l)修復後の裏面．山下兼秀の名前と作品説明
が書かれている．(m)裏面の釘と厚紙の除去．(n)修復前の斑点．黄色円内の灰白の斑点は降灰で
はなく，カビであった．(a)–(b)，(h)は大牟礼南塘1，(c)–(g)，(i)–(j)は大牟礼南塘2，(k)–(n)は山
下兼秀の作品である．
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図6（続き）
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ト状接着剤を用い，新しい麻布を取り付けた
（図6g）．

(6) 張り込み：張り代を補強した支持体を，ステ
ンレス釘を用いて張り器でテンションを調整
しつつ，元の木枠に張り込んだ（図6g）．

(7) 充填整形：額当たりなどの絵具の剥落や変形
箇所に，石膏とウサギ膠で作った充填剤を充
填した後，周辺の絵具層の変形に合わせてメ
スで整形した（図6h）．

(8) 補彩：下層に水彩絵具，上層に溶剤型アクリ

ル樹脂絵具を用いて，充填部分に補彩した．
(9) ワニス塗布：画面保護と光沢むら解消のた

め，ケトン樹脂によるワニスをスプレー塗布
した．
以上により，修復前のサイズは天地803 mm×
左右605 mm×厚さ20 mmであったが，修復後は天
地 805 mm×左右 611 mm×厚さ 21 mmとなった．
顕微鏡や培養試験ではカビは確認されなかった
が，PAS染色では菌体が確認された．過去にカビ
の発生があったが，現在は死滅していると思われ

図7.　 額装した修復後の油絵．(a)大牟礼南塘1（キャンバス：天地805 mm×左右611 mm，額付：天地
930 mm ×左右734 mm），(b)大牟礼南塘2（キャンバス：天地605 mm×左右804 mm，額付：天地
735 mm×左右 936 mm），(c)山下兼秀（キャンバス：天地 611 mm×左右 805 mm，額付：天地
741 mm×左右937 mm）．
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る．今回，作品保護と鑑賞用のため，紫外線を
カットし，映り込みの少ないオプティウムミュー
ジアムアクリルとともに，図3に近いイメージの
額を装着した（図7a）．また，新たに作成した黄
袋と中性紙箱によって保管することとした．
もう1枚（図1b，大牟礼南塘2とする）につい

ては，大森房吉によって依頼されたかどうかの経
緯やタイトルは今のところ不明であるが， 大牟礼
南塘1の作品とともに大森のもとに渡ったと思わ
れる．
この油絵は，日中の噴煙の様子が全体的に淡い
色で描かれており，画面の3分の2が空と噴煙の
描写で，空の水色以外は筆触の目立つ塗り方であ
る．山や噴煙の影の部分は紫色で薄塗りされてお
り，明部は白を多く混ぜてより筆の凹凸が目立っ
ている．画面右側の陸と海の境界付近には白色で
湯気と思われるものが描かれており，水面に反射
した噴煙や湯気の白色とともに，厚塗りで筆跡が
目立つ．樹木の葉も筆跡を生かして描かれている．
右下には朱色の油絵具で，「NANTO OMURE. 1914」
と書かれていた（図5b）．構図は黒田清輝が1月18
日に浄光明寺から見た様子を描いた「溶岩」（図
2d）によく似ており 15)，一緒に出掛けた際のス
ケッチを基に描いたものと思われる 16)．
保存状態としては，木枠に塵埃の付着が見られ，
額に装着していた時の釘による固定痕が凹み傷の
状態で四辺に確認できた．中桟の側面には虫の食
害が見られ，支持体には木枠が当たって変形が生
じ，特に画面左上の変形が顕著であった．画面左
下方に長さ5 cmほどの破れが2カ所（図6i, j），左
上に画面側から当たってできた凹みと突き傷が
3カ所，さらに右上にも凹みが生じていた．支持
体の右上には虫の巣があり，裏面には白っぽいカ
ビの付着が見られた．地塗り層は額の装着時に釘
が当たってできた剥落や，木枠の角にわずかな剥
落，画面端の木枠の角にあたってできた亀裂が
あった．画面の下方部分には白っぽいカビが多く
発生しており，右下のサインの近くの樹木を描い
た部分には亀裂や浮き上がり，剥落が見られた．
また右辺の端から1 cm幅に額にあたって生じた
ような凹み，絵具の付着，黒っぽい筋状の付着物
があった．左辺にも額を装着していたことによる
汚損の少ない帯状の部分が見られた．
この状態からの修復のため，大牟礼南塘 1の

(1)～ (6)と同様の作業のあと（図6c, d, e, f, g），以
下を行った．

(7) 補彩：溶剤型アクリル樹脂絵具で補彩した．
(8) ワニス塗布：画面保護と光沢むら解消のた

め，ケトン樹脂によるワニスをスプレー塗布
した．
以上により，修復前，修復後ともにサイズは天
地 605 mm×左右 804 mm×厚さ 18 mmとなった．
顕微鏡や培養試験ではカビは確認されなかった
が，PAS染色では菌体が確認された．過去にカビ
の発生があったが，現在は死滅していると思われ
る．作品保護と鑑賞用のため，大牟礼南塘1と同
じオプティウムミュージアムアクリルと額を装着
し（図7b），黄袋と中性紙箱によって保管するこ
ととした．

3.2 山下兼秀による油絵
山下兼秀（1882–1939）は東京美術学校西洋画科
に入学後，黒田清輝の後継者として期待されてい
たが鹿児島に戻り，鹿児島洋画壇の中心的存在と
して黄金期を作った．山下は噴火後に黒田ととも
に桜島周辺でスケッチをしており 7），多くの油絵
等を残している．科博に残っていた油絵（図1c）
の裏面木枠の中桟に，「大正三年一月十三日夜十一
時之櫻島　鹿児島　山下兼秀」と墨で書かれてお
り（図6k, l），雷光らしきものが描かれ，爆発のす
さまじさを伝えている．この絵についても，描か
れた経緯は分かっていないが，大牟礼南塘の2枚
の油絵と一緒に大森房吉のもとにあったと思われ
る．
この油絵の木枠は，中桟の幅が広く，画布が張
り込まれている面の木枠の内側には傾斜がない．
市販されている木枠は中桟よりも親木の方が幅は
広く，木枠の画布側の面の内側になだらかな傾斜
をつけて画布に当たらない工夫がされていること
が多いため，本作品の木枠は建具師が作成したと
推測される．木枠の周囲には鉄製の釘が打ち込ま
れているが，釘頭には厚紙の紙片が挟まっており
（図6m），過去に厚紙が打ち付けられていた時期が
あったと思われる．地塗り層は油性でとろみのあ
る滑らかな白色塗料が，織目がやや見える厚みで
均質に塗布されていた．絵具層の厚みや筆触は中
程度で，背景は平滑，噴火部分は筆のタッチを利
用して描かれており，やや厚めの部分には光沢が
見られた．左下には褐色の油絵具で「KANEHIDE 
YAMASHITA. 1914」と書かれていた（図5c）．
保存状態としては，木枠には塵埃の付着が見ら
れ，支持体裏面には下辺から18 cmの幅で白黒円
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形状のカビの斑点が集中していた（図6k, l）．左上
に張りじわが，張り代には所々破れが見られた．
画面左中部分に画面側からの押し痕，左下隅に木
枠と支持体との間に挟まった異物に押されたこと
で生じた変形が見られた．地塗り層はもともと白
色だったと思われるが，経年劣化で淡灰茶褐色に
変色していた．絵具層は塵埃による汚損が著しく，
カビと思われる2–3 mmの斑点が多量に散在して
いた（図6n）．額に入っていた際に隠れていた周
縁部分は，それ以外の部分より明度が高かった．
修復のため，大牟礼南塘2と同様の作業を行っ
た．修復前のサイズは天地611 mm×左右807 mm
×厚さ22 mmであったが，修復後は天地611 mm×
左右805 mm×厚さ21 mmとなった．表面では，顕
微鏡や培養試験ではカビは確認されなかったが，
PAS染色では菌体が確認された．過去にカビの発
生があったが，現在は死滅していると思われる．
修復前に表面に見られた小さい灰白色の斑点は，
降灰を表した彩色によるものかカビによるものか
判断が難しかったが（図6nの黄色円），通常光，紫
外線，顕微鏡によって観察したところ，斑点部分
が艶消しになっていること，描いた斑点であれば
筆跡が残るはずだが見当たらないこと，輪郭が滲
んでいること，斑点には中央に塊状の芯がみられ
ることが明らかになり，カビの特徴と一致した．
裏面では，顕微鏡検査と培養試験によりススカビ
の菌体が確認された．作品保護と鑑賞用のため，
オプティウムミュージアムアクリルと額を装着し
（図7c），黄袋と中性紙箱によって保管することと
した．

4.　おわりに

鹿児島出身の洋画家，大牟礼南塘と山下兼秀の
作品である1914年桜島噴火の様子を描いた油絵
が3枚科博に残されており，調査と修復を行った．
大牟礼南塘の作品のひとつが，東京帝国大学の地
震学者，大森房吉の依頼によって描かれたもので
あることが分かり，残る2枚の作品も一緒に大森
房吉のもとに渡り，地震学教室に残ってきたもの
と思われる．科博の所蔵になって以降，少なくと
も最近40年間は展示をされずに資料庫に置かれ
たままであったため，長期にわたる湿気や水が流
れ落ちたことなどによるカビ，埃，経年劣化や外
部からの衝撃等によりキャンバスや木枠の傷みが
見られた．今回の修復により色彩が鮮やかに甦

り，十分美術作品としても観賞に耐えられるよう
になった．今後は研究資料以外にも，美術館での
展示等に活用されることが期待される．なお，修
復・額装前の大牟礼南塘1と修復・額装後の山下
兼秀の油絵を，科博の企画展「標本づくりの技（ワ
ザ）―職人たちが支える科博―」（期間：2018/9/4–
2018/11/25）にて展示した．
大牟礼南塘2と山下兼秀の2作品については，
描かれた詳細な経緯は分かっていないため，引き
続き，調査を行う必要がある．
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